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　本書は，前野良沢らが『ターヘル・
アナトミア』を翻訳して以来の画期的
な解剖書ではないか。評者が居住して
いる大分県中津市は，根来東叔，前野
良沢，村上玄水，田原
淳など，解剖に関する
優れた学者を輩出して
きた。日本のヘーゲル
とも称される三浦梅園
は「解剖なくしては人
間と自然とのつながり
や有機的な病気との関
係は解明されてない」
と述べ，また日本最初
の人骨図『人身連骨真
形図』を描いた根来東
叔は「眼球の解剖を知
らないで治療をするの
は闇夜に光なくして歩
くのと同じ」と，解剖の重要性を述べ
ている。そのような中，前野良沢は杉
田玄白らと蘭語の解剖書『ターヘル・
アナトミア』の翻訳に着手した。翻訳
の大半は良沢が担い，1774年には日
本最初の本格的な解剖書として玄白が
出版した。玄白は序文凡例で「解体は

医学の基礎であり，外科では緊急欠く
べからざるものである」と述べている
が，本書を読むと，まさに玄白と同じ
思いを抱くものである。この『解体新

書』をきっかけに，解
剖を中心とした蘭学の
研究は日本全体に広が
った。東京，築地の聖
路加国際病院前の中津
藩中屋敷跡には，良沢
らの功績をたたえる碑
が今でも残されている。
　あらためて，世界の
解剖史を振り返ってみ
よう。元来解剖という
ものは，人体という未
知のものへの好奇心，
真理追求の熱情を持っ
て，実証主義と科学へ

の挑戦を行うことで医学・医療の発展
に貢献してきた。しかしながら，古代
ローマのガレノス，古代ギリシャのヒ
ポクラテスも，解剖の重要性に気付い
てはいたものの人体の解剖まではでき
なかった。13世紀初頭のイタリアで
モンディーノが人体解剖を行い『解剖
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学』という著書を残したこと，またル
ネサンス期にレオナルド・ダ・ヴィン
チが 30体もの人体解剖を行い，779
枚もの解剖図を残したことは極めて画
期的なことであったが，正確な解剖書
としてはアンドリアス・ヴェサリウス
の解剖学書『ファブリカ』（1543年）
を待つこととなった。評者はファブリ
カの実物を見た際に，その精密さが今
日の人体解剖の水準と大きな差が無い
ことに驚いた。日本では山脇東洋が
1754年に京都で初めて人体解剖を行
い，1774年に『解体新書』が出版さ
れた。中津では，村上玄水や田原淳な
どが現在の心電図やペースメーカーの
元となる刺激伝導系の発見に至ったこ
とはよく知られている。
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　結核はいつから存在していたのだろう
か。紀元前 5000年頃の人骨や紀元前
1000年頃のエジプトのミイラに骨結核の
痕跡が認められていることから，当時か
ら存在していたと考えられる。日本でも
縄文時代の人骨には痕跡はみられない
が，千葉県小見川の古墳から発掘された
骨に結核の痕がみられたという〔酒井シ
ヅ『病が語る日本史』（2002）〕。この例は
壮年男性の腰椎・仙骨部分のカリエス
で，股関節付近に及ぶ流注膿瘍痕も認め
られたという〔小片丘彦：新潟医会誌．1972；86（11）：466-77〕。『源氏物語』
や『枕草子』の時代にも結核があったことがうかがわれる記述があるが，病名
は「胸の病」の中に含まれ，江戸時代には「肺勞」や「勞咳」と呼ばれていた。
中国でも 7世紀には「瘰

るいれき

癧」と呼ばれており，その後は症候により「虚勞」や「熱
勞」などさまざまな言葉が用いられていた。
　では，「結核」という語はいつからどこで用いられるようになったのか。中国
には古くから別の皮膚症状を指す言葉として「結核」が使われていたようだ（福
田眞人：医事新報．2020；5024：54-5）。しかし，感染症疾患としては 1566年
の『全九集』にある「結核は熱甚しき時は鬱結堅硬にして集中のさねの如し」
が最初の記述である（『日本国語大辞典』）。『全九集』の著者は月湖という日本
僧である。月湖は明に渡り，いくつかの書物を成した。それらが後に日本に伝
わってきたものの，刊行の記録は中国に残っておらず謎である〔真柳誠『龍谷
大学大宮図書館和漢古典籍貴重書解題（自然科学之部）』（1997）〕。『全九集』は
その後，織田信長など戦国の三傑に頼られた名医である曲直瀬道三によって増
訂され，国内に広まっていった。
　以上のような経過はあるが，感染症としての現在の結核を意識して「結核」
が用いられたのは，天然痘ワクチンの普及に尽力した近代医学の祖と言われる
緒方洪庵が 1857年に翻訳してからという（福田眞人）。運命のいたずらか，洪
庵は西洋医学所頭取に就任してわずか 1年で喀血して死亡した（享年 54歳）。
結核に冒されていたのだろう。
　現在，結核の検査に用いられるツベルクリンは 1890年にコッホにより創製さ
れた。当初は治療が企図され，翌年には日本でも試みられた論文がみられるが，
成功しなかった。なお，ツベルクリンは中国では結核菌素と呼ばれている。
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　このように歴史的観点からしても解
剖学の知見は臨床医学に応用されてき
ていることは明らかである。本書では
コラムという形式で，解剖学がいかに
臨床医学に応用できるかを随所に展開
している。さらには CTやMRI，超音
波などの知識も組み込まれており，こ
れから医学・医療を学んでいく学生た
ちはもとより，すでに臨床に立つ医療
従事者にとっても画期的な解剖書であ
り，極めて実用的なものとなっている。
多くの医療従事者たちが熱望していた
「解剖学の臨床医学への応用」という
意味において，臨床医学の扉を開いた
ものとして「令和の解体新書」と呼ん
でふさわしいものではないだろうか。

　弊紙は 2024年 4月より週刊発行から月刊発行（毎月第 2火曜日発行・2色
刷 16頁建）に変更いたします。これに伴い，名称を「医学界新聞」と改めます。
初回発行は 2024年 4月 9日を予定しております。
　これからも，日本の医学・看護領域における最新の知見を，公正に，的確に
伝えるよう努めてまいります。引き続き，ご支援とご愛顧を賜りますようお願
い申し上げます。 

●「週刊医学界新聞」の名称および発行形態変更のお知らせ

令和の『解体新書』とも
呼べる解剖学書
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